隠す 為に 彫らせた の ださう でございますが、 生憎 その 

後 頭の 方 は 遠慮な しに 禿げて しま ひました から、 この 

脳天の 入れ墨 だけ 取り残される ことにな つたの だと か、 

当人 自身 申して 居りました。 …… さう 云 ふこと は 兎 も 

角 も、 父 はま だ 十五の わたし を可哀 さう に 思った ので 

ございませう、 度々 丸 佐に 勧められても、 雛 を 手放す 

^ J とだけ はためら つ てゐ たやう で) J ざ います。 

それ をとうと う 売らせた の は 英吉と 申す わたしの 兄、 

…… やはり 故人に なり ましたが、 その 頃 まだ 十八 だつ 

た、 癇の 強い 兄で ございます。 兄 は 開化 人と でも 申し 

とくほん 

ませう か、 英語の 読本 を 離した ことのない 政治 好きの 



青年で ございました。 これが 雛の 話になる と、 雛祭な 

ど は 旧弊 だと か、 あんな 実用に ならない 物 は 取って 置 

いても 仕方がない とか、 いろいろけ なすので ございま 

す。 その為に 兄 は 昔風の 母と も 何度 口論 をした かわか 

お ほと し 

りません。 しかし 雛 を 手放し さへ すれば、 この 大 歳の 

しの 

凌ぎ だけ はつ けられる のに 違 ひご ざいません から、 母 

も 苦し い 父の 手前、 さ うは 強 い y J とば かり も 申されな 

かった ので ございませう。 雛 は 前に も 申しました 通り、 

十 一 月の 中旬に はとうとう 横 浜の 亜米利加 人へ 売り渡 

す ことにな つてし まひました。 何、 わたしで ございま 

すか？ それ は駄々 もこね ましたが、 お転婆だった せ 



又 胎毒 散と か、 —— さ う 云 ふ 薬の 金看板 だけ は 薬簞笥 

の 上に 並んで 居りました。 其処に 又 無尽 燈が ともって 

ゐる、 …… と 申した ばかりで は 多分お わかりに なり ま 

すまい。 無尽 燈と 申します の は 石油の 代りに 種油 を 使 

ふ 旧式 の ラ ンプ で，) J ざ います。 可笑し い 話で， 、- J ざ い ま 

すが、 わたし は 未 に 薬種の 句、 陳皮 や 大黄の 句が する 

と、 必 この 無尽 燈を思 ひ 出さずに は 居られません。 

現に その 晚も 無尽 燈は 薬種の 句の 漂った 中に、 薄暗 い 

光 を 放って 居りました。 

ざ んぎ 

頭の 禿げた 丸 佐の 主人 はやつ と 散切りに なった 父と、 

無尽 燈を 中に 坐りました。 



箱で ございます。 もとより 雛の 箱と 申す こと は 申し 上 

げ るまで も) J ざ いますまい。 - J れが 何時 でも 引き渡せ 

る やうに、 窓した の 壁に 積んで ございました。 かう 云 

ふ 土蔵の まん 中に、 無尽 燈は見 世へ とられました から、 

あんど-つ 

ぼん や リ行燈 がと もって ゐる、 —— その 昔 じみた 行燈 

の 光に、 母 は 振り出しの 袋 を 縫 ひ、 兄 は 小さい 古 机に 

例の 英語の 読本 か 何 か 調べて ゐ るので ございます。 そ 

れには 変った こと も ございません。 が、 ふと 母の 顔 を 

まつげ 

見る と、 母 は 針 を 動かしながら、 伏し 眼に なった 睫毛 

の 裏に 涙 を 一 ぱいた めて 居ります。 

お茶のお 給仕 をす ませた わたし は 母に 褒めて 貰 ふこ 



背中 をぶ つ て やりました。 

「i? をす る？」 

兄 はわた し を 睨みつ けました。 

「ぶって やる！ ぶって やる！」 

わたし は 泣き声 を 出しながら、 もう 一 度 兄 をぶ たう 

としました。 その 時 はもう 何時の間にか、 兄の 癇癖の 

強い こと も 忘れて しまったので ございます。 が、 まだ 

よこ びん 

挙げた 手 を 下さない 中に、 兄 はわた しの 横 鬢へぴ しゃ 

りと 平手 を 飛ばせました。 

「わからず 屋！」 

わたし は 勿論 泣き出しました。 と 同時に 兄の 上に も 



その 晚雛は 今月の 末、 残りの 半金 を 受け取る と 同時 

に、 あの 横 浜の 亜米利加 人へ 渡して しま ふこと にき ま 

りました。 何、 売り 価で ございま すか？ 今にな つて 

考 へます と、 莫迦 莫迦し いやう でございますが、 確か 

三十 円と か 申して 居りました。 それでも 当時の 諸式に 

すると、 ずゐ ぶん 高価に は 違 ひご ざいません。 

その内に 雛 を 手放す 日 はだん だん 近づいて 参り まし 

た。 わたし は 前に も 申しました 通り、 格別 それ を 悲し 

いと は 思はなかった もので ございます。 ところが 一 日 

一日と 約束の 日が 迫って 来る と、 何時か 雛と 別れる の 

はつらい やうに 思 ひ 出しました。 しかし 如 Ira に 子供と 



にも 出来る。」 

さ へぎ 

父 は 半ば 叱る やうに、 母の 言葉 を 遮りました。 

r 英吉！ 本 間さん を 呼んで 来い！」 

兄 はもう さう 云 はれた 時には、 一 散に 大風の 見 世の 

外 へ 飛び出して 居った ので > J ざ います。 

本 間さん と 申す 漢方医、 —— 兄 は 始終 藪医者な どと 

莫迦に した 人で ございま すが、 その 医者 も 母 を 見た 時 

に は、 当惑 さう に、 腕組み をし ました。 聞けば 母の 腫 

めんち やう 

物 は 面疔 だと 申す ので ございま すから。 …… もとよ 

り 面疔 も 手術 さ へ 出来れば、 恐 しい 病気で は) 」 ざ いま 

すまい。 が、 当時の 悲し さに は 手術 どころ の 騒ぎで は 



帳 合 ひを検 ベ、 兄 は せつせつと 片隅の 薬研に 甘草 か 何 

おろ 

か を 下して 居りました。 

ごしゃう 

「ねえ、 お父さん。 後生 一生のお 願 ひだから、 …… 」 

わたし は 父の 顔を覼 きこみながら、 何時もの 頼み を 

持ち かけました。 が、 父 は 承知 するど ころ か、 相手に 

けしき 

なる 景色 も ございません。 

「そんな こと はこの 間 も 云った ぢゃ あない か 9 お 

い、 英吉！ お前 は 今日は 明るい 内に、 ちょいと 丸 佐 

へ 行って 来て くれ。」 

「丸 佐へ？ …… 来て くれと 云 ふんです か？」 

「何、 ランプ を 一 つ 持って来て 貰 ふんだ が、 …… お前、 



帰りに 貰って 来ても ゆい。」 

「だって 丸 佐に ランプ はないで せう？」 

父 はわた し を そっちの けに、 珍しい 笑 ひ 顔 を 見せ ま 

した。 

「燭台 か 何 かぢゃ あある まいし、 …… ランプ は 買って 

くれって 頼んで あるんだ。 わたしが 買 ふより や あ 確 だ 

から。」 

r ぢゃ あもう 無尽 燈 はお 廃止です か？」 

「あれ ももう お 暇の 出し 時 だら う。」 

「古い もの は どしどし 止める ことです。 第一お 母さん 

も ランプに なり や あ、 ちっと は 気 も 晴れる でせ うか 



間に か、 熱の ある 眼 を 挙げながら、 顔の 上に かざした 

手の平 を 眺めて ゐ るので ございます。 それが わたしの 

姿 を 見る と、 思 ひの 外 はっきり かう 申しました。 

「お前、 何 をお 父さんに 叱られた の だえ？」 

わたし は 返事に 困りました から、 枕 もとの 羽根 楊枝 

を いぢって 居りました。 

「又 何 か 無理 を 云った の だら う 9 …… 」 

母はぢ つと わたし を 見た なり、 今度 は 苦し さう に 言 

葉 を 継ぎました。 

「わたし はこの 通りの 体 だしね、 何も彼もお 父さんが 

なさる の だから、 おとなし くしな けり や あいけ ません 



母 は 一 層 大きい 眼に わたしの 顔 を 見つめました。 

「お 雛 様 を 売る 前にね え、 …… 」 

わたし はちよ いと 云 ひ 渋りました。 その 途端に ふと 

気がついて 見る と、 何時の間にか 後ろに 立って ゐ るの 

は 兄の 英吉 でございます。 兄 はわた し を 見下しながら、 

あ ひか はらず けん どん 

不 相変慳 貪に かう 申しました。 

「わからず 屋！ 又お 雛 様の こと だら う？ お父さん 

に 叱られた の を 忘れた のか？」 

「まあ、 1^ いぢ や あない か？ そんなに がみがみ 云 は 

ないでも。」 

母 はうる ささう に 眼 を閉ぢ ました。 が、 兄 は それ も 



聞えぬ やうに 叱り 続け るので ご ざ います。 

「十五に もな つて ゐる 癖に、 ちっと は 理窟 も わかり さ 

うな もんだ？ 高が あんなお 雛 様 位！ 惜しが りなん 

ぞ する やつが ある もんか？」 

r お 世話焼き ぢ や！ 兄さんの お 雛様ぢ や あな い ぢ や 

あない か？」 

わたし も 負けずに 云 ひ 返しました。 その 先 は 何時も 

同じで ございます。 二言 三 言 云 ひ 合 ふ 中に、 兄 はわた 

しの 襟 上 を 握む と、 いきなり 其処へ 引き倒しました。 

「お転婆！」 

兄 は 母 さへ 止めなければ、 この 時 もき つと 二つ 三つ 



r 岐し 過ぎる 位です ね。」 

かう 申した 母の 顔に は、 殆ど 不安に 近い 色が 浮んで 

ゐ たもので ございます。 

「そり や あ 無尽 燈に 慣れて ゐ たから …… だが 一 度 ラン 

プを つけち や あ、 もう 無尽 燈は つけられない。」 

「何でも 始は 眩し 過ぎ るんで すよ。 ランプで も、 西 

洋の 学問で も、 …… 」 

兄 は 誰よりも はしゃいで 居りました。 

「それでも 慣れり や あ 同じ ことです よ。 今にき つと こ 

の ランプ も 暗い と 云 ふ 時が 来 るんで す。」 

「大きに そんな もの かも 知れない。 …… お 鶴。 お前、 



プの 明るい こと を 褒めて ゐ たやう でございます。 あの 

腫れ 上った 唇の 上 にも 微笑ら し いもの さへ 浮べ ながら。 

その 晚も皆 休んだ の は 十一 時 過ぎで ございます。 し 

かしわた し は 眼 をつ ぶっても、 容易に 寝つ くこと が 出 

来ません。 兄 はわた しに 雛の こと は 二度と 云 ふなと 申 

しました。 わたし も 雛 を 出して 見る の は 出来ない 相談 

と あきらめて 居ります。 が、 出して 見たい こと はさつ 

きと 少しも 変り ません。 雛 は 明日に なった が 最後、 遠 

いところ へ 行って しま ふ、 —— さう 思 へばつ ぶった 眼 

の 中に も、 自然と 涙が たまって 来ます。 一 そ みんなの 

寝て ゐる 中に、 そっと 一人 出して 見よう か 9 さう 



も わたし は考 へて 見ました。 それとも あの 中の 一 つ だ 

け、 何処か 外へ 隠して 置かう か 9 さう も 亦 わたし 

は考 へて 見ました。 しかし どちらも 見つかったら、 I 

I と 思 ふと さすがに ひるんで しま ひます。 わたし は 正 

直に その 晚位、 いろいろ 恐し いことば かり 考 へた 覚え 

は ございません。 今夜もう 一度 火事が あれば 1^ い。 さ 

うすれば 人手に 渡らぬ 前に、 すっかり 雛 も 焼けて しま 

ふ。 さもなければ 亜米利加 人 も 頭の 禿げた 丸 佐の 主人 

も コレラに なって しまへば 好い。 さう すれば 雛 は 何処 

へ もやらずに、 この 儘 大事に する ことが 出来る。 —— 

そんな 空想 も 浮んで 参ります。 が、 まだ 何と 申しても、 



其処 は 子供で ございま すから、 一時間た つかた たない 

中に、 何時かう とうと 眠って しま ひました。 

それから どの位た ちました か、 ふと 眠りが さめて 見 

あんどう 

ますと、 薄暗い 行燈 をと もした 土蔵に 誰か 人の 起きて 

ゐる らしい 物音が 聞え るので ござ います。 鼠 かしら、 

泥坊 かしら、 又はもう 夜明けに なった のか しら 9 

わたし は どちら かと 迷 ひながら、 怯 づ怯づ 細 眼 を 明い 

て 見ました。 すると わたしの 枕 もとに は、 寝間着の 儘 

の 父が 一人、 こちらへ 横顔 を 向けながら、 坐って ゐる 

ので ございます。 父が— …… しかし わたし を 驚かせた 

の は 父ば かりで は ございません。 父の 前に はわた しの 



申し上げました。 が、 ほんた うに あの 晚の雛 は 夢 だつ 

い ちづ 

たので ございませ うか？ 一 図に 雛 を 見たがった 余り、 

知らず 識らず 造り 出した 幻ではなかった ので ございま 

いまだ 

せう か？ わたし は 未に どうかす ると、 わたし 自身 

にも ほんた うか どうか、 返答に 困る ので ございます。 

しかし わたし は あの 夜更けに、 独り 雛 を 眺めて ゐる、 

年と つた 父 を 見かけました。 これ だけ は 確かで ござい 

ます。 さう すれば たと ひ 夢に しても、 別段 悔やしい と 

は 思 ひません。 兎に角 わたし は 眼の あたりに、 わたし 

と 少しも 変らない 父 を 見た ので ございま すから、 女々 

しい、 …… その 癖お) J そかな 父 を 見た の で，) /ざ い ます 



ゝ ？ 

力ら 

「雛」 の 話 を 書き かけた の は 何年 か 前の ことで ある。 

それ を 今 書き上げ たの は 滝 田 氏の 勧めに よるの みで は 

ない。 同時に 又 四 五日 前、 横 浜の 或 英吉利 人の 客間に、 

おもちゃ 

古 雛の 首 を 玩具に して ゐる 紅毛の 童女に 遇った からで 

ある。 今 はこの 話に 出て 来る 雛 も、 鉛の 兵隊 や ゴムの 

おも ちゃばこ 

人形と 一 つ 玩具 箱に 投げ こまれながら、 同じ 憂き め を 

見て ゐ るの かも 知れない。 

(大正 十二 年 二月) 
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